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Front Topics

高
田
松
原
再
生
の
第
一
歩

50
年
先
を
見
据
え
本
植
栽

高田松原再生
記念植樹会

　

東
日
本
大
震
災
で
約
７
万
本
の

松
が
流
出
し
た
高
田
松
原
。
再
生

に
向
け
た
記
念
植
樹
会
が
５
月
27

日
、
植
生
基
盤
の
盛
土
が
完
了
し

た
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
と
市
が
主
催
し
、
高
田
松
原

を
守
る
会
（
鈴す

ず

木き

善よ
し

久ひ
さ

理
事
長
）

や
市
森
林
組
合
（
菅か

ん

野の

勝か
つ

郎ろ
う

組
合

長
）
な
ど
で
構
成
す
る
植
樹
会
実

行
委
員
会
が
主
管
し
た
植
樹
会
に

は
、
市
民
や
関
係
者
な
ど
約
４
０

０
人
が
参
加
。
初
め
て
の
本
植
栽

と
な
っ
た
今
回
は
、
高
田
松
原
由

来
の
マ
ツ
２
本
を
記
念
植
樹
し
た

ほ
か
、
鳥
取
県
や
日
本
の
森
・

滝
・
渚
全
国
協
議
会
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
１
２
５
０

本
の
健
や
か
な
生
育
を
願
い
、
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
高
田
小
学
校
の

児
童
３
人
が
「
緑
の
誓
い
」
と
し

て
「
私
た
ち
も
こ
の
苗
木
に
負
け

な
い
よ
う
に
大
き
く
育
ち
、
青
い

海
、
緑
豊
か
な
高
田
松
原
を
育
て

て
い
き
ま
す
」
と
高
ら
か
に
宣
言

し
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
し
続

け
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

高
田
松
原
を
守
る
会
の
鈴
木
理

事
長
は
「
全
国
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
支
援
に
感
謝
し
た
い
。
50
年
後

の
『
白
砂
青
松
』
の
松
原
を
夢
見

て
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
２
本
の
防
潮
堤
に
挟

ま
れ
、
海
抜
約
４
㍍
ま
で
か
さ
上

げ
さ
れ
た
８
㌶
の
土
地
に
、
31
年

度
末
ま
で
に
４
万
本
の
苗
木
を
植

樹
し
、
名
勝
高
田
松
原
の
再
生
を

目
指
し
ま
す
。

1_　防潮堤第１線堤と第２線堤の間
のおよそ0.25㌶の植栽地に、約１㍍
40㌢間隔でクロマツの苗木 1,250 本
を植樹。震災前の高田松原のような
高さ約20㍍まで育つのには50年ほど
かかります
2_　クロマツの苗木を寄贈した鳥取
県の児童たちも駆け付け、一緒に植
樹を行いました
3_　市内小学校の児童らが高田松原
の松ぼっくりから育てられた高さ約
1.5㍍の苗木を記念植樹しました
4_　「高田松原を守る会」で育てて
きた松原由来の苗木の前で、笑顔を
見せる鈴木理事長（写真中央）ら守
る会の役員
5_　約 400 人の参加者が用意された
苗木を１本ずつ丁寧に植えていきま
した
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　高田松原再生記念植樹会は５月27
日、防潮堤海側の植生基盤の盛土が
完了した現地で行われました。植樹
会には約400人が参加。全国から集
まった苗木約 1,250 本を丁寧に植え
ました。（関連記事２・３㌻）
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Pick Up　市内の公共交通

かしこく使おう市民の足

Ｑ
市
内
に
は
ど
ん
な
交
通
が
あ

る
の
？

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、
岩

手
県
交
通
の
路
線
バ
ス
３
路
線
、
広
田

地
区
路
線
バ
ス
２
路
線
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
３
路
線
、
そ
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通

２
エ
リ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
公
共
交
通
の
費
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
？

　

28
年
度
の
市
内
公
共
交
通
に
か
か
っ

た
費
用
の
内
訳
は
図
１
の
と
お
り
で
す
。

路
線
バ
ス
の
運
行
に
約
４
５
５
０
万
円
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
約
１
７
７
３

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
運
行
方
針
策

定
の
た
め
の
調
査
費
な
ど
を
含
む
）。

　

こ
の
う
ち
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
、
４
５
０
０
万
円
の
国
の
補
助
金

を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
補

助
事
業
は
仮
設
住
宅
の
数
に
応
じ
て
上

限
が
変
わ
る
た
め
、
今
後
、
仮
設
住
宅

の
集
約
が
進
む
場
合
、
国
の
補
助
額
も

下
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
間
を
ま
た
い
で
運
行

す
る
幹
線
路
線
と
し
て
、
陸
前
高
田
住

田
線
と
細
浦
経
由
高
田
線
が
あ
り
ま
す
。

陸
前
高
田
住
田
線
は
国
な
ど
の
補
助
に

よ
り
、
市
や
事
業
者
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
国
の
補
助
は
32
年
９
月
ま
で

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降
は
赤

字
を
沿
線
自
治
体
で
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
ど
の
ぐ
ら
い
の
人
が
利

用
し
て
い
る
の
？

　

路
線
ご
と
に
変
動
は
あ
り
ま
す

が
、
全
体
と
し
て
は
、
利
用
者
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
図
２
は
、
震
災
後
の
過

去
５
年
間
の
市
内
公
共
交
通
利
用

者
数
の
推
移
を
路
線
ご
と
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
28
年
度
の
市
内

路
線
の
総
利
用
者
数
は
延
べ
約
１

万
９
千
人
で
、
前
年
度
に
比
べ
約

１
千
人
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
、
ど
ん
な
課
題
が
あ

る
の
？

　

将
来
に
わ
た
っ
て
の
市
内
公
共

交
通
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
３

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

❶
市
街
地
（
高
田
・
今
泉
）
と
高

台
部
、
郊
外
地
域
を
総
合
し
た

公
共
交
通
網
の
構
築

❷
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
移
動

が
困
難
な
人
へ
の
対
応

❸
経
費
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
市
内
公
共

交
通
は
ど
う
な
る
の
？

　

大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
「
ま
ち
な

か
陸
前
高
田
駅
」
南
側
に
、
ロ
ー

タ
リ
ー
型
の
交
通
広
場
を
作
り
、

そ
こ
に
建
設
さ
れ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
陸
前

高
田
駅
を
中
心
と
し
た
路
線
を
目

指
し
ま
す
。
高
台
に
移
る
県
立
高

田
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
も
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
「
陸
前
高
田
駅
に
行

け
ば
、市
内
ど
こ
に
で
も
行
け
る
」

交
通
網
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
で
得

ら
れ
た
成
果
を
生
か
し
、
民
間
の

移
送
支
援
・
買
い
物
支
援
事
業
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
買
い
物
弱
者

の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
「
か
し
こ
く
使

お
う
」。
さ
ま
ざ
ま
あ
る
公
共
交

通
の
メ
リ
ッ
ト
を
う
ま
く
生
か
し
、

機
会
を
見
つ
け
て
、
公
共
交
通
で

お
出
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■市内の公共交通（29 年７月現在）

路線 大船渡線
ＢＲＴ

路線バス・乗合タクシー デマンド交通 地域間幹線
小黒山経
由生出線 矢の浦線 広田線 福伏線 竹駒線 今泉線 気仙地区 小友広田

地区
細浦経由

高田線
陸前高田

住田線

区間
気仙沼

～
盛

的場～
イオン陸

前高田

矢の浦～
県立高田病

院

広田小学校
前～県立高

田病院

福伏～
県立高田

病院

滝の里～
県立高田

病院

嶋部
～

市役所前

気仙町内
～

主要施設

小友広田
町内～

主要施設

立根
～

竹駒駅前

住田高校前
～イオン陸

前高田

便数 １日 68 便 １日６便 平日４便
土日祝２便

平日７便
土日祝６便 １日２便 １日４便 １日６便 平日８便

※予約時のみ
平日６便

※予約時のみ
１日２便 平日 10 便

土日祝７便
運行 ＪＲ 県交通 碁石観光企画 高田タクシー・気仙タクシー 高田交通 県交通

　公共交通を取り巻く環境は厳しくなって
います。今、当たり前のように走っている
公共交通がなくなり、病院やスーパーに行
けなくなる…。これは「よそのどこかの出
来事」ではありません。
　路線バスの運転手不足も深刻です。復興
工事の本格化でダンプやトラックの運転手
が急増し、転職する例も見られます。市や
各交通会社では、運転手不足の中でより効
率的な公共交通の運用を目指しています。
　今回、市の公共交通の内容について、運
行にかかった費用や利用者数などをまとめ
ました。将来の市内公共交通を考えるきっ
かけにしてみてください。
◆問い合わせ先…市役所企画政策課政策推
進係（内１７２）

停留所を新しくしていきます
市は、広田地区路線バスや乗合タクシーのバス停留所で、
新しいデザインの標識（バスポール）を設置しています。
黄色に「たかたのゆめちゃん」のイラストが目印です。
※この停留所は、ふるさと納税の寄附金を活用しています。

図１　28年度の市内公共交通にかかった費用
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図２　東日本大震災後の市内公共交通利用者数の推移

ー持続可能な公共交通の確保に向けてー

新
デ
ザ
イ
ン
の
標
識
は
ア
バ
ッ

セ
前
に
も
設
置
し
て
い
ま
す

市内を走る公共交通の車両1岩手県交通路線バス2ＪＲ大船渡線
ＢＲＴ3乗合タクシー4デマンド交通
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Pick Up　民泊2017スタート

どんな子が来るのかと”不安”な
気持ちが”楽しみ”に変わりました

本
格
ス
タ
ー
ト
か
ら
２
年
目
を
迎
え
た
陸
前
高
田
市
の
民
泊
修
学
旅

行
の
受
け
入
れ
。
県
外
の
中
学
校
や
高
校
の
修
学
旅
行
生
が
、
市
内
の

民
家
に
宿
泊
し
、
地
域
で
の
生
活
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
た
だ
の
観
光

で
は
な
く
、
市
民
の
生
活
に
寄
り
そ
う
「
民
泊
修
学
旅
行
」
は
、
市
の

交
流
人
口
の
拡
大
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
「
受
け
入
れ
て
み
た
い
が
何
を
食
べ
さ
せ
れ
ば
良
い
の
か
」

「
体
験
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
な
い
」
と
心
配
す
る
声
も
あ
る
の
が
現
実

で
す
。
し
か
し
、
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
の
中
に
は
「
元
気
で
過
ご
す
人

生
の
た
め
に
必
要
！
ま
ず
は
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
る
こ
と
。
特
別
な

ご
ち
そ
う
な
ん
て
い
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
人
も
い
ま
す
。

　

民
泊
は
「
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
共
に
す
る
だ
け
で
い
い
」
と
い
う

こ
と
を
、
１
年
間
の
取
り
組
み
に
触
れ
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
マ
ル
ゴ
ト
陸
前
高
田
☎
０
１
９
２（
２
２
）７
４
１

０
ま
た
は
市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
交
流
係（
内
線
３
８
６
）

民
泊
の
食
事
や
体
験
例

民
泊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

一
番
大
切
な
の
は
一
緒
に
時
間
を

過
ご
す
こ
と
で
す
。
修
学
旅
行
で

訪
れ
る
生
徒
の
中
に
は
、
親
が
共

働
き
の
た
め
、
夕
飯
に
コ
ン
ビ
ニ

弁
当
な
ど
を
１
人
で
食
べ
る
生
徒

も
多
か
っ
た
り
し
ま
す
。
い
つ

も
通
り
の
食
事
の
準
備
や
食
卓

で
交
わ
さ
れ
る
何
気
な
い
会
話
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
や
優
し
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
、
生
徒
に
と
っ

て
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
秋
に
は
、
上
の
表
の
と

お
り
、
１
５
０
０
人
以
上
の
修
学

旅
行
生
が
陸
前
高
田
を
訪
れ
ま
す
。

民
泊
の
受
け
入
れ
に
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
人
は
、
い
つ
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

民泊スケジュール（例）

はまって会（対面式）

各家庭で生活体験

夕食を囲み、民家に宿泊

ほんでまんず会（お別れ式）

～一緒にやったこと～

・野菜の苗植えや稲刈りなどの季節に合わ
せた農作業
・海辺の散策や浜辺での貝拾い、釣り
・震災の時の話をします
・がんづきなどの郷土料理作り
・箱根山から広田湾を眺める
・夜には花火や星空観賞

　～かせだもの～
・みんなで作れるよう切るだけの鍋もの
・前もって作れる煮物など
・バイキング形式で食べれる大皿料理
・隣近所で合同バーベキュー
・釣った魚をストックし、食べさせました
・夜に子どもたちと一緒にりんごジャムを
作り、翌朝パンにぬって食べました

■秋の修学旅行生の受け入れ予定

学校名 日程 人数
中央農業高校（神奈川県） ９月12日㈫～13日㈬ 195人
本所高校（東京都） ９月26日㈫～28日㈭ 280人
山陽女子高校（岡山県） ９月27日㈬～28日㈭ 111人
厚木清南高校（神奈川県） ９月28日㈭～29日㈮ 　42人
小田原東高校（神奈川県） 10月３日㈫～４日㈬ 238人
新栄高校（神奈川県） 10月17日㈫～18日㈬ 360人
麻生総合高校（神奈川県） 10月25日㈬～27日㈮ 280人

ー本格スタートから２年目となる民泊の取り組みを紹介しますー

昨年度、民泊した修学旅行生と受け入れ家庭の様子

民
泊
を
受
け
入
れ
て
み
て
の
感
想

ー
民
泊
を
受
け
入
れ
て

　
　
変
わ
っ
た
こ
と
ー

○
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
ま

し
た
。

○
家
を
掃
除
す
る
回
数
が
増
え
、

き
れ
い
に
し
て
る
状
態
を
保

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
遠
い
親
戚
の
子
供
が
で
き
た

感
じ
で
う
れ
し
い
で
す
。

○
孫
が
で
き
た
み
た
い
な
感
覚
。

○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
な

り
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
子
が
く
る
の
か
と
ド

キ
ド
キ
す
る
の
が
、
不
安
か

ら
楽
し
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ー
民
泊
や
っ
て　
　
　

　
　
　
み
っ
ぺ
し
！
ー

○
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
こ

と
で
感
動
す
る
場
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
必
要
な
こ

と
は
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み

る
こ
と
。
特
別
な
ご
ち
そ
う

な
ん
て
い
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
や
孫
が
来
る
感
じ
で
楽
し

い
で
す
。
普
段
の
生
活
で
十

分
楽
し
ん
で
く
れ
ま
す
。

○
最
初
は
不
安
だ
っ
た
の
で
す

が
、
受
け
入
れ
て
み
た
ら
自

分
も
若
返
っ
て
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

○
大
変
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

に
ぎ
や
か
で
う
れ
し
い
変
化

の
あ
る
生
活
を
過
ご
せ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

○
人
と
の
交
流
で
、
感
動
、
感

謝
、
好
奇
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
元
気
で
過
ご
す
人
生
の

た
め
に
も
必
要
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
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■特定延長に該当するか確認のためのフロー図

※ 内は提出が必要な書類

応
急
仮
設
住
宅
の

撤
去
・
集
約
化
の
基
本
方
針
を
改
訂

　

応
急
仮
設
住
宅
の
撤
去
・
集
約

化
の
基
本
方
針
は
、
27
年
５
月
か

ら
実
施
し
た
「
住
宅
再
建
意
向
調

査
」
の
結
果
を
基
に
、
入
居
者
の

推
移
を
推
計
し
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
仮
設
住
宅
の
入
居
期

間
に
つ
い
て
「
特
定
延
長
」
が
、

30
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
見
込

み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
28
年
８

月
に
『「
住
宅
再
建
」
に
関
す
る

最
終
確
認
調
査
』
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
、
最
新
の
意
向
調
査
を

基
に
、
撤
去
・
集
約
化
の
基
本
方

針
の
見
直
し
を
次
の
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
行
い
ま
し
た
。

基
本
的
な
方
針

❶
学
校
用
地
＝
優
先
的
に
撤
去
集

約
化
を
行
い
、
29
年
度
内
に
全

て
の
学
校
用
地
に
あ
る
応
急
仮

設
住
宅
の
集
約
を
目
指
し
ま
す
。

❷
民
有
地
＝
30
年
度
は
、
各
町
１

カ
所
程
度
に
撤
去
・
集
約
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

❸
学
校
用
地
以
外
の
公
有
地
＝
32

年
度
以
降
は
、
滝
の
里
地
区
に

集
約
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
に
関
す
る　

説
明
会
を
実
施

　

応
急
仮
設
住
宅
の
特
定
延
長
の

手
続
き
や
撤
去
・
集
約
の
基
本
方

針
見
直
し
に
関
す
る
説
明
会
を
左

の
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
建
設

課
住
宅
推
進
係
（
内
線
４
０
３
）

　

東
日
本
大
震
災
の
時
に
、
市
内
に
住

ん
で
い
た
人
の
応
急
仮
設
住
宅
（
み
な

し
仮
設
を
含
む
）
の
供
与
期
間
は
、
当

初
の
２
年
間
か
ら
１
年
ご
と
に
延
長
さ

れ
、
現
在
７
年
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
と
岩
手
県
の
協
議
の
結
果
、
応
急

仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
は
、
現
在
の
延

長
期
間
７
年
を
も
っ
て
終
了
と
な
る
こ

と
が
、
29
年
５
月
31
日
に
通
知
さ
れ
ま

し
た
。
供
与
期
間
終
了
後
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
に
限
っ
て
、

供
与
期
間
の
延
長
が
出
来
る
「
特
定
延

長
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
の
特
定
延
長

　

応
急
仮
設
住
宅
の
特
定
延
長
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
ま

す
。

❶
土
地
区
画
整
理
事
業
や
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
で
自
宅
の
再

建
先
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
工

期
な
ど
の
関
係
で
仮
設
住
宅
を

退
去
で
き
な
い

❷
公
共
事
業
以
外
で
、
自
宅
の
再

建
（
再
建
先
・
再
建
時
期
）
は

決
ま
っ
て
い
る
が
、
工
期
な
ど

の
関
係
で
仮
設
住
宅
を
退
去
で

き
な
い

必
要
な
手
続
き

　

応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
人
は
「
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者

住
宅
再
建
調
査
票
」
を
提
出
く
だ

さ
い
（
入
居
者
全
世
帯
が
対
象
）。

　

ま
た
、
特
定
延
長
制
度
の
要
件

を
満
た
し
、
８
年
目
も
引
き
続
き

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
居
住
が
必
要

な
場
合
は
「
応
急
仮
設
住
宅
供
与

期
間
の
特
定
延
長
に
関
す
る
届
出

書
」、「
建
築
工
事
請
負
契
約
書
の

写
し
な
ど
の
関
係
書
類
」
を
提
出

く
だ
さ
い
（
手
続
き
を
行
わ
な
い

と
、
継
続
し
て
入
居
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

再建方法が新たに自宅を建築・購入
または被災した住宅を修繕・補修

供与期間終了日までに
仮設住宅を退去できない

供与期間終了日ま
でに仮設住宅を退

去できる
再建先・時期が

決まっている
再建先・時期が
決まっていない

特定延長に該当 特定延長には
該当しません

特定延長の手続き
は必要ありません

応急仮設住宅入居者住宅再建調査票
（仮設住宅に入居している全世帯対象）

・応急仮設住宅供与期間の特定延長に関する届出書
・その他関係書類

■応急仮設住宅に関する説明会の日程
場所 日時

下矢作地区コミュニティセンター ７月13日㈭

午後６時半～

旧矢作中学校仮設住宅集会室 ７月14日㈮
陸前高田市役所 ７月18日㈫
二日市東仮設住宅談話室 ７月19日㈬
旧広田水産高校仮設住宅談話室 ７月20日㈭
小友地区コミュニティセンター ７月21日㈮
米崎地区コミュニティセンター ７月24日㈪
竹駒地区コミュニティセンター ７月25日㈫
横田地区コミュニティセンター ７月26日㈬

応急仮設住宅に

特定延長が
導入されます

町
名

学
／
公
／
民

応急仮設住宅団地名
建設
戸数

管理
戸数

29 年４月
時点

入居戸数

集約および解体時期

備考平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

矢
作
町

学 矢作中学校グラウンド 愛宕下仮設団地 40 40 11 解体

学 矢作小学校グラウンド　　 神明前仮設団地 40 40 13 解体

民 下矢作教員住宅跡地 諏訪仮設団地 34 34 20 解体

民 打越地区民有地 打越仮設団地 19 19 10 解体

公 旧下矢作診療所跡地 片地家仮設団地 20 20 ８ 解体

横
田
町

民 三日市工業団地予定地 三日市仮設団地 24 24 － 解体 29年４月以降解体
学 旧横田中学校グラウンド 久連坪仮設団地 94 94 20 解体

学 旧横田小学校グラウンド 志田実仮設団地 54 54 25 解体

民 狩集地区民有地 狩集仮設団地 12 12 － 解体 29年４月以降解体
民 堂の沢地区民有地 堂の沢仮設団地 34 34 16 解体

竹
駒
町

民 下壺地区民有地 下壺仮設団地 20 20 15 解体

民 細根沢地区民有地 細根沢仮設団地 29 29 15 解体

民 上壺地区民有地 上壺仮設団地 13 13 ６ 解体

民 相川地区民有地 相川仮設団地 28 28 15 解体

公 滝の里工業団地北側市有地 滝の里仮設団地 86 86 52 最終集約団地
学 竹駒小学校グラウンド 仲の沢仮設団地 96 96 25 解体

気
仙
町

民 上長部地区民有地 上長部仮設団地 41 41 － 解体 29年４月以降解体
民 町裏地区民有地 町裏仮設団地 ９ － － 解体済
民 二日市地区東側民有地 二日市第２仮設団地 22 22 ８ 解体

民 二日市地区北側民有地 二日市第３仮設団地 20 － － 解体済
民 二日市地区民有地 二日市仮設団地 20 20 10 解体

学 長部小学校グラウンド 牧田仮設団地 44 44 － 解体 29年４月以降解体
民 長部保育所隣接民有地 牧田第２仮設団地 ７ ７ － 解体 29年４月以降解体
民 要谷地区北側民有地 要谷第２仮設団地 13 － － 解体済
民 要谷地区民有地 要谷仮設団地 18 18 － 解体 29年４月以降解体

高
田
町

民 太田地区民有地 太田仮設団地 28 28 10 解体

民 西和野地区南側民有地 西和野仮設団地 29 29 11 解体

公 サンビレッジ敷地 山苗代仮設団地 37 37 12 解体

民 大隅地区民有地 大隅仮設団地 30 30 11 解体

民 大隅地区西側民有地 大隅第２仮設団地 12 12 ５ 解体

民 中和野地区民有地 中和野仮設団地 33 33 15 解体

学 高田高校第２グラウンド 長砂仮設団地 148 148 48 解体

民 栃ヶ沢地区民有地 栃ヶ沢仮設団地 46 46 15 解体

学 第一中学校グラウンド 鳴石仮設団地 150 150 53 解体

米
崎
町

民 高畑地区民有地 高畑仮設団地 28 28 － 解体 29年４月以降解体
民 佐野地区民有地 佐野仮設団地 40 40 ８ 解体

学 米崎中学校グラウンド 神田仮設団地 89 89 28 解体

民 西風道地区民有地 西風道仮設団地 36 36 15 解体

学 米崎小学校グラウンド 川内仮設団地 60 60 17 解体

民 堂の前地区民有地 堂の前仮設団地 13 13 ７ 解体

民 和方地区民有地 和方仮設団地 ８ ８ １ 解体

民 和野地区民有地 和野仮設団地 18 18 ５ 解体

小
友
町

民 財当地区民有地 財当仮設団地 47 47 ７ 解体

民 三日市地区民有地 三日市仮設団地 27 27 － 解体 29年４月以降解体
公 矢の浦公民館 矢の浦仮設団地 20 20 － 解体 29年４月以降解体
民 柳沢地区民有地 柳沢仮設団地 20 － － 解体済
公 モビリア（県有地） 獺沢仮設団地 60 60 ９ 解体

公 モビリアキャンプサイト 獺沢第２仮設団地 108 108 42 解体

広
田
町

学 旧広田水産高校グラウンド 大久保第２仮設団地 132 132 26 解体

学 広田小学校グラウンド 大久保仮設団地 66 66 10 解体

民 長洞地区民有地 長洞仮設団地 26 － － 解体済

■「陸前高田市応急仮設住宅集約化計画」　新旧対象表
変更後： 上段（実線）
変更前： 下段（点線）

※表中の「解体」の時期に解体工事の実施を予定しています
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4.
0

　高田地区のかさ上げ造成工事に伴い、下の図のとおり市道の切り替えを行います。
　また、切り替えに伴い、岩手県交通バス停の廃止、新設（アバッセたかた前）が行われます。
◆切り替え開始日…７月20日㈭
◆切り替え工事内容…❶大町線の切り替え＝大町線のかさ上げのため、南側の仮設道路に切り替わります
　　　　　　　　　　❷川原橋の完成＝川原橋通りの延伸に伴い、現在の中川原長砂線・川原川線が通行
　　　　　　　　　止めになります
◆問い合わせ先…市街地整備課区画整理係（内線４４3）

高田地区の土地区画整理事業のため
市道大町線・中川原長砂線を切り替えます

　
市
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
世
帯

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
本
年
度
も
国
民

健
康
保
険
税
の
２
割
減
免
を
継
続
し
ま
す
。

◆
減
免
対
象
…
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、

行
方
不
明
、
重
い
病
気
に
な
っ
た
場
合
ま

た
は
住
宅
が
全
壊
し
た
場
合
で
、
左
の
表

の
法
定
軽
減
基
準
額
に
該
当
す
る
世
帯

※
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け
、
本
年
度

の
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
た
資
産
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
を
減
免
後
の

税
額
で
算
定
し
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の

課
税
限
度
額
は
医
療
分
が
5４
万
円
、
支
援

分
は
19
万
円
、
介
護
分
は
16
万
円
で
す
。

₂₉年度国民健康保険税
２割減免を継続します ◆問い合わせ先…税務課市民税係（内線101・102)

※特定同一世帯所属者＝国民健康保険から後期高齢者
医療制度に移った後も同じ世帯にいる人

■国民健康保険税・法定軽減基準額

軽減割合 基準所得額

７割 33万円以下

５割
33万円＋（2₇万円×国民健康保険加入者
＋特定同一世帯所属者）以下

２割
33万円＋（49万円×国民健康保険加入者
＋特定同一世帯所属者）以下

後期高齢者医療保険・介護保険
保険料の納付を忘れずに

◆問い合わせ先…市民課国保係（内線135）
介護保険係（内線1４1）

　
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

お
よ
び
介
護
保
険
の
保
険
料
決
定
通

知
書
と
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
し

た
。
本
年
度
の
保
険
料
は
、
28
年
中

の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
い
ま

す
。
保
険
料
の
徴
収
は
原
則
、
年
金

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、

次
に
該
当
す
る
人
は
金
融
機
関
な
ど

で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）
と
な
り
ま

す
の
で
、
各
納
期
を
確
認
し
、
期
限

ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

❶
対
象
と
な
る
年
金
が
年
額
18
万
円

未
満

❷
年
度
途
中
で
市
に
転
入
し
た

❸
年
度
途
中
で
被
保
険
者
と
な
っ
た

❹
保
険
料
の
額
が
変
わ
り
、
年
度
途

中
で
特
別
徴
収
が
中
止
と
な
っ
た

※
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る

場
合
は
、
指
定
口
座
か
ら
納
期
ご

と
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
　

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
使
っ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
以
降

は
、
７
月
下
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
る

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
（
届
か
な
い
場
合
は
、
市
民
課
国

保
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
）
。

「駅前通り」と「川原橋通り」の交差点は、「川原橋通り」側に一時停止の標識があります。

　通行の際には、十分に気をつけて運転願います。

市役所からの HOT LINE

₂₈年度下半期分の
市長交際費を公表 ◆問い合わせ先…企画政策課秘書係（内線171）

　
28
年
10
月
か
ら
29
年
３
月
ま
で
の
市

長
交
際
費
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

合
計
は
38
件
・
23
万
９
０
０
円
で
し
た
。

同
交
際
費
は
、
市
長
が
公
の
交
際
を
進

め
る
上
で
、
必
要
な
経
費
と
認
め
ら
れ

て
お
り
、
社
会
通
念
上
、
妥
当
な
範
囲

で
最
少
に
と
ど
め
る
よ
う
配
慮
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
交
際
費
の
内
容
は
毎
月

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

■2₈年₁0月～2₉年３月の市長交際費
分類 件数 金額 主な内容

お祝い 1₇件 66︐000円
広田湾大漁まつり、生出木炭まつり、横
田あゆの里まつり、保育園卒園式ほか

会費 ７件 33︐500円
グローバルキャンパス交流会、リアスハ
イウェイ早期実現大会交流会ほか

弔慰 13件 121︐400円
市勢功労者、元教育委員長、消防団員な
どの葬儀の香典、生花

激励 １件 10︐000円
日本リトルシニア全国選抜野球大会出場

の激励
計 38件 230︐900円
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測定日 場所 測定結果（単位＝μSv/時）
５㎝ 50㎝ 100㎝

４月18日 平根山（牧草仮置き場・しいたけほだ木） ０．０７ ０．０７ ０．０７

４月24日

生出地区コミュニティセンター（玄関右脇雨どい） ０．０7 ０．０7 ０．０7
二又診療所（玄関前） ０．０６ ０．０6 ０．０６
飯森公民館（玄関左側雨どい） ０．08 ０．08 ０．09
最終処分場（埋設場所） ０．０6 ０．０6 ０．０6
市役所前（１号棟出入口） ０．０4 ０．０4 ０．０4
サンビレッジ（玄関右側軒下） ０．０6 ０．０5 ０．０5
モビリア（センターハウス左側雨どい） ０．０9 ０．０8 ０．０8

■放射能測定結果 ◆問い合わせ先…地域福祉課生活安全係（内線２06）、牧草などは農林課農政係（内線４７５）県大会への切符をかけて熱戦を展開
（気仙地区中総体・バレーボール）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

兼
第
34
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球

大
会
県
予
選
（
５
月
27
～
28
・

６

月
３
日
、
山
田
町
民
総
合
運
動
公

園
野
球
場
ほ
か
）

❸
高
田
第
一

※
８
月
３
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
東

北
少
年
軟
式
野
球
大
会
へ
出
場

◉
「
第
８
回
伊
藤
忠
子
ど
も
の
夢

カ
ッ
プ
」
春
季
大
会
（
６
月
11
・

12
日
、
小
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

❶
米
崎
リ
ト
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

❷
高
田
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
❸

横
田
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◉
高
円
宮
賜
杯
第
37
回
全
日
本
学

童
軟
式
野
球
大
会　
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選
大
会

（
６
月
３
～
４
・

10
日
、
大
船
渡

市
三
陸
総
合
運
動
公
園
ほ
か
）

❸
米
崎
リ
ト
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

※
８
月
５
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第

21
回
東
北
学
童
軟
式
野
球
大
会
へ

出
場

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

【
女
子
】❶
高
田
第
一
❷
気
仙
❸
高

田
東

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
高
田
第

一
中
学
校
体
育
館
ほ
か
）

【
男
子
】❷
高
田
第
一
・
気
仙

【
女
子
】❷
高
田
第
一
・
気
仙

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
大
船
渡
市
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
男
子
】▽
団
体
❷
高
田
第
一
▽
個

人
❷
伊い

と
う藤

駿し
ゅ
ん
す
け

佑
（
高
田
第
一
３

年
）・
松ま

つ
だ田

藍あ
い
る琉

（
同
３
年
）
❸

堀ほ
り
い井

雄ゆ
う
だ
い大

（
高
田
第
一
３
年
）・

小こ
ま
つ松

遥は
る
き己（

同
３
年
）

【
女
子
】
▽
団
体
❸
高
田
第
一
▽

個
人
❺
遠と

お
や
ま山
葉は

づ
き月
（
高
田
第
一
３

年
）・
菅か

ん
の野
陽ひ

な
た向（
同
３
年
）

■
卓
球
（
大
船
渡
市
民
体
育
館
）

【
男
子
】▽
団
体
❸
高
田
東

【
女
子
】▽
団
体
❷
高
田
東
▽
個
人

❶
熊く

ま
が
い谷

渚な
ぎ
さ（

高
田
東
２
年
）

■
サ
ッ
カ
ー
（
上
長
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
）

❷
高
田
第
一

■
柔
道
（
高
田
第
一
中
学
校
格
技

場
）

【
男
子
】▽
団
体
❷
高
田
第
一
▽
個

人
50
㌔
級
❶
佐さ

と
う藤

希の

あ空
（
高
田
第

一
２
年
）
❷
後う

し
ろ
か
わ川

楽が
く
と斗

（
高
田

第
一
３
年
）
▽
同
60
㌔
級
❸
石い

し
か
わ川

拓た
く
ま磨（
高
田
第
一
３
年
）▽
同
6６
㌔

級
❶
淺あ

さ

沼ぬ
ま

大だ
い

将す
け（
高
田
第
一
３
年
）

❷
土つ

ち
や屋

琉る
う
く空（

高
田
第
一
２
年
）

【
女
子
】▽
個
人
52
㌔
超
級
❷
菅か

ん

野の

日ひ

南な（
高
田
第
一
２
年
）

■
剣
道
（
末
崎
中
学
校
体
育
館
）

【
男
子
】▽
団
体
❷
高
田
東

【
女
子
】▽
団
体
❶
高
田
東
▽
個
人

❷
村む

ら

上か
み

未み

祐ゆ（
高
田
東
２
年
）❸
大お

お

川か
わ

原ら

菜な

摘つ
み（
高
田
東
２
年
）

◉
壮
年
軟
式
野
球
市
内
予
選
（
６

月
25
日
、
小
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

❶
小
友
体
協
Ｏ
Ｂ
❷
米
崎
体
協
Ｏ

Ｂ

◉
第
25
回
県
中
学
校
春
季
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会（
５
月
６
・
7
日
、

宮
古
市
・
宮
古
市
民
総
合
体
育
館

ほ
か
）

【
女
子
】❶
高
田
第
一

▽
優
秀
選
手
賞　

佐さ

藤と
う

那な

津つ

美み

（
高
田
第
一
３
年
）、村む

ら
か
み上

ゆ
ず（
高

田
第
一
３
年
）

◉
第
69
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

■
陸
上
競
技
（
５
月
25
日
～
28
日
、

北
上
市
・
北
上
総
合
運
動
公
園
北

上
陸
上
競
技
場
）

【
男
子
】▽
や
り
投
げ
❷
長な

が

沼ぬ
ま

晴せ
い

（
高
田
３
年
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
５
月
26
日
～

29
日
、
花
巻
市
・
花
巻
市
総
合
体

育
館
ほ
か
）

【
女
子
】❷
高
田

▽
優
秀
選
手
賞　
高た

か
き木
咲さ

や陽
（
高

田
3
年
）、吉よ

し

田だ

愛あ
い

美み（
高
田
３
年
）

◉
第
46
回
県
少
年
軟
式
野
球
大
会

Sports

◉
気
仙
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大

会（
６
月
17
日
～
19
日
）　
※
太
字

は
７
月
15
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場

■
軟
式
野
球
（
住
田
町
運
動
公
園

野
球
場
ほ
か
）

❶
高
田
東

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
住
田
町
生
涯

市民のひろば 市役所からの HOT LINE

８月から70歳以上75歳未満の人の
高額療養費の上限が変わります ◆問い合わせ先…市民課国保係（内線１34）

　

１
カ
月
ご
と
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
（
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓

口
で
支
払
っ
た
額
）の
合
計
が「
自

己
負
担
限
度
額
」
を
超
え
た
場
合
、

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
負
担
や
差
額
の

ベ
ッ
ト
代
な
ど
は
、
自
己
負
担

額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

29
年
８
月
診
療
分
か
ら
、
70
歳

以
上
で
、
所
得
区
分
が
「
現
役
並

み
」
と
「
一
般
」
の
人
の
自
己
負

担
限
度
額
が
左
の
表
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
般
」
の
人
に
つ
い

て
、
１
年
間
の
外
来
の
自
己
負
担

額
の
累
計
額
に
適
用
さ
れ
る
、
年

間
上
限
額
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま

す
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま

で
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
上

限
額
を
超
え
た
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
）。

　

な
お
、
69
歳
以
下
の
人
の
自
己

負
担
上
限
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■70歳以上75歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額（月額）
29 年７月診療分まで

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 44,400円
80,100円（❶）

（44,400円）（❷）

一般 12,000円 44,400円

低所得Ⅱ
8,000円

24,600円

低所得Ⅰ 15,000円

29 年８月診療分から

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 57,600円
80,100円（❶）

（44,400円）（❷）

一般
14,000円

（年間上限額＝144,000円）
57,600円

（44,400円）（❷）

低所得Ⅱ
8,000円

24,600円

低所得Ⅰ 15,000円
❶医療費が 267,000 円を越えた場合はその越えた分の１％を加算。
❷過去12カ月以内に「外来＋入院」（世帯単位）で自己負担限度額を超えた高額療養
費の支給が４回以上あった場合の、４回目以降の限度額。
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地域包括
支援センター発 ! 介護お茶のみ話 その33

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

425

市民のひろば健康だより

　

市
は
、
中
学
校
の
生
徒
を
対
象

に
思
春
期
保
健
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
地
域

全
体
で
、
思
春
期
の
子
ど
も
の
健

康
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
対
象
を
広
げ
て
い
ま
す
。

●
思
春
期
っ
て
い
つ
？

　

人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、
小

児
期
・
思
春
期
・
成
熟
期
・
更
年

期
・
老
年
期
の
５
段
階
に
分
か
れ
、

思
春
期
は
、
小
学
校
高
学
年
頃
か

ら
高
校
生
の
時
期
に
な
り
ま
す
。

●
思
春
期
の
特
徴

　

思
春
期
は
、
性
が
成
熟
す
る
期

間
で
あ
る
た
め
、
体
が
子
ど
も
か

ら
大
人
へ
変
化
し
ま
す
。

　

体
の
変
化
に
伴
い
、
心
も
成
熟

し
、
周
囲
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

１
人
の
大
人
と
し
て
自
立
を
確
立

す
る
時
期
で
す
。
親
か
ら
の
自
立

の
欲
求
が
高
ま
り
ま
す
が
、
離
れ

る
こ
と
の
不
安
も
同
時
に
あ
る
た

め
、
友
達
や
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
行

動
を
す
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
得

よ
う
と
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
関
係

の
中
か
ら
、
徐
々
に
「
自
分
は
自

分
、
他
者
は
他
者
」
と
い
う
感
覚

が
育は

ぐ
くま

れ
て
い
き
ま
す
。

●
思
春
期
ト
ラ
ブ
ル
の
昔
と
今

　

思
春
期
に
は
「
自
立
」
と
自
立

へ
の
不
安
を
埋
め
る
た
め
の
「
依

存
」
と
い
う
、
相
反
す
る
感
情
を

同
時
に
抱
え
て
い
ま
す
。
依
存
で

き
る
居
場
所
が
な
い
時
、
昔
は
非

行
や
暴
力
と
い
う
形
で
居
場
所
を

求
め
ま
し
た
。
現
代
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
つ
な
が
り
に
依

存
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
は
ま
っ
て
け
ら
い
ん
☆　
　
　

　
　
　
　
か
だ
っ
て
け
ら
い
ん

　

話
を
し
た
り
、
聴
い
た
り
す
る

こ
と
は
、
安
心
で
き
る
居
場
所
に

つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人

も
「
は
ま
っ
て
か
だ
る
こ
と
」
が

大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
保
健

課
保
健
係（
内
線
２
４
３
）

子
ど
も
の
健
康

　
　
　
「
思
春
期
編
」

み
ん
な
で
防
ご
う　

高
齢
者
虐
待

　

高
齢
化
に
伴
い
、
無
意
識
に
高

齢
者
の
権
利
や
意
思
決
定
の
機
会

を
奪
う
「
高
齢
者
虐
待
」
を
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
虐
待
に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。

❶
身
体
的
虐
待

　

叩
く
、
蹴
る
な
ど
の
ほ
か
、
薬

や
食
事
を
無
理
や
り
口
に
ね
じ
込

ん
だ
り
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た

り
、
身
体
を
拘
束
・
抑
制
す
る
こ

と
を
身
体
的
虐
待
と
言
い
ま
す
。

❷
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
や
侮
辱
、
威

圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ

な
ど
に
よ
っ
て
精
神
的
苦
痛
を
与

え
る
こ
と
で
す
。
悪
気
な
く
「
汚

い
、
役
に
立
た
な
い
」
な
ど
の
発

言
を
す
る
こ
と
が
、
心
に
傷
を
付

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

❸
放
棄
放
任
︵
ネ
グ
レ
ク
ト
︶

　
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
ら
行
え

な
い
高
齢
者
へ
の
世
話
を
怠
る
、

も
し
く
は
全
く
行
わ
な
い
事
を
放

棄
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
と
言
い

ま
す
。
食
事
や
水
分
を
与
え
な
い

こ
と
、
劣
悪
な
環
境
の
中
で
生
活

さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

❹
性
的
虐
待

　

性
的
な
行
為
で
恥
ず
か
し
め
る

行
為
の
こ
と
で
す
。
排
泄
の
失
敗

へ
の
罰
と
し
て
、
下
半
身
を
裸
に

し
て
放
置
す
る
な
ど
、
介
護
者
は

し
つ
け
だ
と
思
っ
て
も
、
虐
待
に

あ
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❺
経
済
的
虐
待

　

本
人
の
合
意
な
し
に
、
財
産
や

金
銭
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

な
い
、
お
金
を
渡
さ
な
い
な
ど
、

理
由
な
く
金
銭
の
使
用
を
制
限
す

る
こ
と
、
本
人
の
自
宅
や
土
地
を

無
断
で
売
却
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
全
体

で
学
ぶ
こ
と
で
、
高
齢
者
虐
待
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
保
健
課

包
括
支
援
係
・
内
線
２
４
７
）

市
は
、
希
望
す
る
人
に
高
齢
者
虐
待
に
関

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す

黄
き
川
かわ
田
だ
愛
う
多
た

 ちゃん
（小友町）

笹
ささ
野
の
蒼
そ
空
ら

 くん
（米崎町）

及
おい
川
かわ
凜
りん
華
か

 ちゃん
（小友町）

黄
き
川
かわ
田
だ
雪
ゆ
妃
き

 ちゃん
（小友町）

（
６
月
26
日
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
を
紹
介
）

む
し
ば
の
な
い
子
あ
つ
ま
れ
！

む
し
ば
の
な
い
子
あ
つ
ま
れ
！

　
Vol．31

　市のゆめ大使「たかたのゆめちゃん」は、平成24年１月４日に誕生しました。
子どもたちの応援団長として全国を飛び回るゆめちゃんの活動を紹介します。

頑張る！たかたのゆめちゃん

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

公
式
サ
イ
ト
で
も

見
れ
る
か
ら
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ね
♪

６月もいろんなところにいってきたよ☆彡
○６月３日　ゆる党のみんなと東京都多摩市のピューロ

ランドでゆめちゃん音頭を踊ったよ♪
○６月４日　こどもゆめフェスタin白河♪

東北最大のキャラクターイベントに参加し
て陸前高田をＰＲしてきたよ☆彡

○６月11日　玉乃湯１周年感謝祭に参加したよ♪いい湯
につかって、菊池秀樹さんやまっとくんの
ＬＩＶＥも楽しんだよ☆彡（写真）

吉
よし
田
だ
喜
はる
重
しげ

 くん
（高田町）

村
むら
上
かみ
朔
さく
哉
や

 くん
（矢作町）

小
お
嶋
じま
青
せい
空
ら

 ちゃん
（気仙町）

菅
かん
野
の
太
た
郎
ろう

 くん
（高田町）

畠
はたけやまはると
山遥翔 くん

（竹駒町）
村
むら
上
かみ
友
とも
悠
はる

 くん
（広田町）

清
し
水
みず
柊
とう
華
か

 ちゃん
（広田町）

菅
かんのりょうた
野涼太 くん

（広田町）

15 14
広報りくぜんたかた 広報りくぜんたかた



７月20日㈭にオープンします

生涯学習情報生涯学習情報

生涯学習情報

図書館情報  ☎0192（54）3227Library

大型商業施設「アバッセたかた」に併設した新図書館

　これまで仮設図書館で開館を続けてきた市立図書館が、い
よいよ７月20日㈭にオープンします。
　大型商業施設「アバッセたかた」に併設した新しい図書館
の建物は、床に気仙杉、柱に岩手県産カラマツをふんだんに
使用しています。天井が高く、木をイメージした柱がたくさ
んあるため、森の中で読書をしている気分が味わえます。
　館内には、園芸や料理、家づくり、健康、子育て、趣味な
どのさまざまな種類の本が並ぶコーナーのほか、大きな活字
で読みやすい大活字本、ティーンズ向けの本、東日本大震災
関連の本など、約６万５千冊の本、約４５００点のＤＶＤ・
ＣＤ、約１００種類の雑誌があります。
　授乳室や親子トイレを設置した児童室、勉強できるスペー
スやソファなど、市民の皆さんがほっとできる場所になるこ
とを目指しています。今後は、おはなし会などの行事も定期
的に行っていく予定です。皆さまのご来館を心よりお待ちし
ています。

乳幼児学級（後期）
受講生を募集します
　子育ての悩みや不安を解消するヒントを見つけ、
仲間をつくる学習会「乳幼児学級」の受講生（後期）
を募集します。託児が必要な学習内容の場合には、
託児ボランティアの皆さんがお子様のお世話をしま
す。一緒に学んで子育てを楽しみましょう。
◆対象…０歳から３歳までの子どもとその保護者
　　　（保護者だけの参加もできます）
◆開催時間…午前10時～11時半
◆開催場所…竹駒地区コミュニティセンター
◆受講料…無料
◆申し込み・問い合わせ先…市教育委員会生涯学習
課生涯学習係（内線２５6）

成人式実行委員を
募集します

　平成30年成人式の実行委員を募集しています。人
生の節目である成人式。かけがえのない特別な日を、
仲間たちと一緒に演出してみませんか。
◆応募資格…❶平成９年４月２日～10年４月１日生
まれの市内中学校を卒業した人（25年３月卒業）

　❷月１回程度のミーティングや前日のリハーサ
ル、式当日に参加できる人

◆活動内容…記念行事の企画や運営、「成人の誓い」
の発表など

◆成人式開催日…30年１月７日㈰
◆問い合わせ先…市教育委員会生涯学習課生涯学習
係（内線２５4)

乳幼児学級（前期）の様子

平成29年成人式記念行事の様子

受講生を募集中

あなたのまち講座「吹奏楽を始めよう」
　市教育委員会は、あなたのまち講座「吹奏楽を始めよう」の受講生を募集
しています。経験は問いません。楽器を持っていない人でも相談ください。
◆日時…❶７月24日㈪❷８月９日㈬❸８月21日㈪❹９月４日㈪❺９月25日㈪
　　　午後６時～９時

◆場所…❶❺竹駒地区コミュニティセンター❷～❹コミュニティホール
◆申し込み・問い合わせ先…市教育委員会生涯学習課生涯学習係（内線２５6）

開館時間 午前10時～午後７時（火曜日～金曜日）
午前10時～午後５時（土曜日、日曜日、祝日）

休館日 月曜日（祝日の時は開館し、直後の平日が休館日になります）
月の最後の水曜日（７月・12 月を除く）、特別図書整理期間、年末年始

１度に借りられる数 本・雑誌・紙芝居＝ 合計 10冊
　ＣＤ・ＤＶＤ　＝ 合計 ２点（中学生以上のみ）

貸出期間 ２週間

利用カードの
登録ができる人

❶市内に住んでいる、または通勤・通学している人
❷大船渡市、住田町、一関市、気仙沼市に住んでいる人

登録に必要なもの 氏名と住所が確認できる身分証明書
※運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード、母子手帳など

新しい図書館の利用案内

（上）外のテラス席。ゆっくり読書が楽しめます

（下）館内には、たくさんの本が並んでいます
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　気仙川漁業協同組合（高
たかはし

橋勲
いさお

組合長）のヤマメ放
流体験は６月７日、 矢作町元屋敷の矢作川河川敷で
行われました。
　放流体験には、下矢作保育園の２～５歳児16人が
参加。同組合の高橋組合長は「川に親しみをもって、
ヤマメを放しましょう」とあいさつし、園児らは用
意された体長４～５㌢ほどのヤマメの稚魚を「大き
くなってね」と声をかけながら放流し、泳いでいく
稚魚を興味津々の様子で眺めていました。

気仙川漁協ヤマメ放流体験

川に親しみ命の大切さ学ぶため

　人口規模がほぼ同じ自治体同士が一日に運動した
住民の参加率を競う「チャレンジデー2017」は５月31
日に行われました。
　参加18回目の陸前高田市は神奈川県松

まつ だ ま ち

田町と対戦。
結果は、参加者15,098人で参加率76.1％を記録し、
松田町の75.6％を上回り、５年連続で勝利しました。
また、同規模の自治体の中で最も参加率が高い自治
体に贈られる「カテゴリー賞」を受賞。全国平均の
57.7％を大きく上回りました。

チャレンジデー2017

地域力でつかんだ５年連続勝利

大太坊のメンバーと一緒に元気よく太鼓を叩く子どもたち

　全国太鼓フェスティバルのプレイベントは６月25
日、アバッセたかたで開かれ、長野県伊那市の和太
鼓集団「大

だい

太
だ

坊
ぼう

」がバラエティー豊かな演奏や演舞
を披露したほか、和太鼓の特徴紹介や来場者への太
鼓指導を行いました。
　今年の全国太鼓フェスティバルは10月15日㈰に第
一中学校体育館で開催されます。チケットの問い合
わせなどは同フェスティバル実行委員会事務局（市
役所商工観光課内・内線385）まで。

全国太鼓フェスティバルプレイベント

和太鼓集団「大太坊」が太鼓指導

米崎小学校で行われた開会式でストレッチをする参加者

「大きくなってね」と声をかけ一斉に稚魚を放流する園児たち

けんこうフェスティバル

健康維持のためにさわやかな汗
　けんこうフェスティバル（総合型りくぜんたかた
主催）は６月21日、スポーツドームで行われました。
　市内の運動環境が限られる中、体力維持やコミュ
ニティー形成を目的に26年から毎年行われているイ
ベントで、市民ら約20人が参加。ニュースポーツの
「シャフルボード」や「囲碁ボール」などを体験し
ました。また、今年から高齢者向けの体力テストを
実施し、参加者は上体起こしや握力測定、10㍍障害
物歩行などで自身の体力と健康状態を確認しました。 ニュースポーツ「シャフルボード」を楽しむ参加者

　「森川海と人」国際シンポジウム（生態系総合研
究所主催）は６月26日、コミュニティホールで行わ
れ、約150人が参加しました。
　シンポジウムでは、スミソニアン環境研究所のハ
インズ所長や観音崎自然博物館の望月博士が研究結
果を発表。広田湾の自然環境などに触れ「山と川と
海はすべてがつながっていて、住む人みんなが影響
を受ける。自然環境を良くするためには多くの住人
の協力が必要」と住民参加の重要性を話しました。

「森川海と人」国際シンポジウム

市民の手によって湾環境保全を

参加者は研究結果の発表に熱心に耳を傾けました

「クーミンばあちゃん」と撮影に挑む「ＢＡＰＰＡダンサーズ」

　女優の大場久美子さんが作詞した楽曲「～世界中
の誰かのために～」に振り付けをしたダンスの撮影
会は６月25日、気仙大工左官伝承館で行われました。
　第一中学校仮設の入居者たちを中心とした「一中
仮設ＢＡＰＰＡ（バッパ）ダンサーズ」が曲に合わ
せてダンスを披露。大場さんに代わり、ゆるキャラ
「クーミンばあちゃん」も加わり動画撮影が行われ
ました。撮影された動画は、動画サイト「ユーチュ
ーブ」で世界に向けて発信されます。

大場久美子さんプロデュース撮影会

踊りで世界に向けて元気を発信

地域の話題 皆さんからの情報をお寄せください。市役所企画政策課政策推進係（内線１７5）まで。
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大
船
渡
に
「
猪
頭
山
」
と
呼
ぶ

山
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
こ
の
山
の

麓
に
甚じ
ん
べ
い平

と
い
う
働
き
者
の
若
者

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
甚
平
は
、
い

つ
も
の
と
お
り
朝
早
く
か
ら
野
良

仕
事
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

昼
ご
ろ
に
な
っ
て
ひ
と
休
み
し
よ

う
か
と
、
岩
の
上
に
腰
を
下
ろ
し

て
一
服
し
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い

う
と
う
と
と
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
す
で
に

日
が
傾
い
て
い
る
時
刻
で
し
た
。

し
ま
っ
た
と
思
い
、
腰
を
上
げ

か
け
る
と
「
ギ
ャ
」
っ
と
い
う
何

か
異
様
な
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
甚
平
が
一
目
散
に
飛
ん
で

行
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
牛
ほ

ど
も
あ
る
大
き
な
猪
が
真
っ
白
い

野
ウ
サ
ギ
を
牙
で
押
し
殺
そ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
甚
平
は
、
石
こ

ろ
を
拾
い
猪
目
が
け
て
投
げ
つ
け

ま
し
た
。
石
は
猪
の
眼
に
あ
た
っ

た
の
で
、
手
負
い
に
な
っ
た
猪
は
、

猛
然
と
甚
平
め
が
け
て
突
進
し
て

き
ま
す
。
機
を
逃
さ
ず
、
第
二
の

石
を
投
げ
つ
け
る
と
、
運
よ
く
ま

た
も
別
の
眼
に
当
た
り
ま
し
た
が
、

白
ウ
サ
ギ
は
結
局
押
し
殺
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
甚
平
は
、
白
ウ

サ
ギ
を
手
厚
く
葬
っ
て
家
に
帰
り

ま
し
た
。

　

何
日
か
た
っ
た
あ
る
日
、
村
の

人
た
ち
が
わ
い
わ
い
と
何
か
興
奮

気
味
に
話
し
合
っ
て
い
る
そ
ば
を

通
り
掛
か
っ
た
甚
平
は
、
思
わ
ず

立
ち
止
ま
っ
て
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

「
ゆ
う
べ
、
畑
を
荒
ら
し
回
っ
た

や
つ
が
い
る
」、「
畑
を
荒
ら
し
た

の
は
、
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る

山
の
神
の
お
怒
り
だ
」
と
い
う
話

で
す
。
す
る
と
そ
の
中
の
一
人
が

「
な
ん
で
も
こ
の
間
、
甚
平
が
猪

に
石
を
ぶ
つ
け
た
そ
う
だ
。
そ
れ

が
山
の
神
で
は
な
い
か
」
と
言
い

出
し
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
「
甚

平
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
て

く
れ
た
」
と
、
山
の
神
の
祟
り
で

は
、
畑
の
作
物
が
一
つ
も
取
れ
な

く
な
る
と
甚
平
を
憎
ん
で
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
、
憎
し
み
の
あ
ま

り
甚
平
の
家
へ
火
を
放
ち
ま
し
た
。

　

甚
平
は
た
だ
た
だ
驚
い
て
、
日

頃
信
じ
て
い
る
観
音
様
に
、
わ
ら

を
も
つ
か
む
思
い
で
参
拝
す
る
と
、

７
日
目
に
甚
平
の
前
に
白
髪
の
老

人
が
現
れ
ま
し
た
。「
わ
し
は
観

音
の
使
者
。
お
前
に
こ
の
刀
と
弓

矢
を
授
け
る
。
こ
れ
を
持
っ
て
邪

神
の
化
身
た
る
猪
を
討
て
」
と
言

い
ま
す
。
甚
平
は
、
は
じ
か
れ
た

よ
う
に
立
ち
上
が
り
授
か
っ
た
弓

矢
を
手
に
、
猪
を
探
す
た
め
山
野

を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
野
を
走
り

山
を
登
る
こ
と
21
日
目
の
朝
、
山

の
頂
上
付
近
で
と
う
と
う
猪
と
対

決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
猪
も
甚
平
を
待
ち
受
け
て
い
た

よ
う
に
猛た
け

り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

甚
平
は
胸
に
「
南
無
観
音
様
」
と

唱
え
な
が
ら
、
授
け
ら
れ
た
弓
に

矢
を
つ
が
え
放
ち
ま
し
た
。
矢
は

猪
の
脳
天
に
見
事
に
命
中
し
、
手

負
い
と
な
っ
た
猪
は
ま
っ
し
ぐ
ら

に
飛
び
か
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、

甚
平
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
な

く
神
刀
を
抜
き
は
ら
い
、
猪
の
喉

元
を
突
き
刺
し
と
う
と
う
こ
れ
を

仕
留
め
ま
し
た
。
事
の
次
第
を
聞

い
た
村
人
た
ち
の
甚
平
に
対
す
る

態
度
は
一
変
し
て
賞
賛
の
的
と
な

り
ま
し
た
。

　

観
音
堂
は
、
今
ま
で
以
上
に
多

く
の
崇
拝
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
猪
頭
山
と
い
う
名
称
は
、

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
地
元

で
は
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

※届け出人が希望した人のみ掲載

慶  弔（５月16日～６月15日届け出分）

（646）

（８）

説
話
群ー

猪い
の
が
し
ら
や
ま

頭
山 

ー

※届け出人が希望した人のみ掲載

◆建物 0件（　　4件）

◆林野など 0件（　　2件）

◆出動件数 69件（385件）

◆搬送人員 70人（377人）

◆人身事故 3件（　11件）
◆物損事故 35件（163件）
◆負  傷  者 7人（　17人）
◆死  亡  者 0人（　　0人）
◆飲酒運転 0人（　　1人）

男性 9,516人（－　　1人）
女性 10,145人（－　　4人）

計 19,661人（－　　5人）
（ 出生  12　死亡 25 ）　

世帯数 7,599世帯（＋11世帯）

◇おめでた（　）は保護者・字名

◎男の子

気仙　　熊
くまがい

谷　悠
ゆうと

斗　　 ⎝崇
たかふみ

文・要谷)

高田　　寺
てらさか

坂　蒼
そうた

太　　 ⎝智
ともひろ

宏・中田)

米崎    菅
かんの

野  煌
こう

　　　 ⎝祐
ゆう た

太・野沢)

小友    伊
いとう

藤　颯
そうま

真　　 ⎝翔
しょうた

太・獺沢)

◎女の子

竹駒　　脇
わきさか

坂　瑛
よう

　　　 ⎝寛
かんぺい

平・上壺)

高田　　熊
くまがい

谷　唯
ゆいな

那　　 ⎝幸
ゆきまさ

将・大隅)

広田　　鈴
すずき

木　彩
あ こ

心　　 ⎝郷
ごう き

貴・根岬)

臼
うす い

井　彩
あやか

夏　　 ⎝康
やすあき

暁・岩倉)

◇お幸せに（　）は字名

広田　　佐
さとう

藤啓
けいすけ

介・及
おいかわ

川恵
え み

美　 ⎝大久保)

　　　　村
むらかみ

上智
ともゆき

行・菅
かんの

野みよ　 ⎝後浜)

　　　　大
おおとも

友裕
ひろ と

人・加
かとう

藤　舞
まい

　 ⎝山田）

◇おくやみ（　）は年齢・字名

矢作　　伊
いとう

東　サチヨ　（86歳・木戸口）

矢作　　熊
くまがい

谷　辰
たつぞう

三　　（89歳・中平）

鈴
すずき

木　隆
りゅうへい

平　　（80歳・諏訪）

村
むらかみ

上　清
きよし

　　　（96歳・中平）

横田　　佐
さとう

藤　甲
こういちろう

一郎　（92歳・西宿）

菅
かんの

野　敏
としお

雄　　（81歳・銭洞）

佐
さとう

藤　テエ　　（97歳・橋の上）

竹駒　　新
にいぬま

沼　キヨエ　（85歳・北平）

気仙　　村
むらかみ

上　ユキ子　（96歳・町裏）

高田　　菊
きくち

池　弘
ひろし

　　　（80歳・鳴石）

岩
いわぶち

淵　テル子　（88歳・裏田）

高
たかはし

橋　國
くにお

雄　　（77歳・山苗代）

熊
くまがい

谷　潤
じゅんこ

子　　（87歳・洞の沢）

新
にいぬま

沼　悦
えつこ

子　　（76歳・荒沢）

千
ち だ

田　健
けんいち

一　　（77歳・西和野）

米崎　　新
にいぬま

沼　浩
ひろし

　　　（85歳・野沢）

新
にいぬま

沼　里
さとえ

惠　　（95歳・糠塚沢）

広田　　佐
さ さ き

々木　ちゑ子（80歳・中沢）

熊
くまがい

谷　隆
たかとし

壽　　（72歳・田端）

吉
よしだ

田　志
し ほ こ

保子　（80歳・大陽）

市内の交通事故（５月）
（　　）は１月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　　）は前月比　出生・死亡数は５月分

市内の火災救急活動（５月）
（　　）は１月からの累計

数字で見る陸前高田市（平成2９年５月31日現在）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文
責

斎　

藤　

多
美
子
・
挿
絵



INFORMATION

「
陸
前
高
田
災
害
Ｆ
Ｍ
」（
80
・
５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）で
は
、
災
害
情
報
や
身
近
な
生
活
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す

　　
「
陸
前
高
田
災
害
Ｆ
Ｍ
」（
80
・
５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）で
は
、
災
害
情
報
や
身
近
な
生
活
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す

　　

　

お
や
こ
の
広
場
き
ら
り
ん
き
っ

ず
で
は
、
妊
娠
中
や
出
産
後
の
子

育
て
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
赤

ち
ゃ
ん
・
プ
レ
マ
マ
デ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
７
月
24
日
㈪
、
午
前
９

時
40
分
～
午
後
０
時
半

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
対
象
…
妊
婦
さ
ん
や
０
歳
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
お
や
こ
の
広

場
き
ら
り
ん
き
っ
ず
☎
０
１
９
２

（
４
７
）
３
９
０
８

　

み
ん
な
で
た
く
さ
ん
の
歌
を
歌

い
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
思
い
出

の
歌
や
リ
ク
エ
ス
ト
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
７
月
29
日
㈯
、
午
後
１

時
～
３
時
半

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
横
浜
歌
声
の

会「
涼す

ず

風か
ぜ

」（
石
原
）☎
０
４
５（
４

１
３
）
７
３
７
０

　

県
で
は
、「
い
わ
て
復
興
住
宅

祭
in
陸
前
高
田
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
８
月
5
日
㈯
～
６
日
㈰
、

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
内
容
…
❶
県
内
企
業
・
団
体
に

よ
る
最
新
の
住
宅
情
報
の
提
供
❷

住
宅
再
建
補
助
金
相
談
（
８
月
６

日
の
み
）
❸
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住
宅

建
築
、
住
宅
資
金
な
ど
に
関
す
る

個
別
相
談

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
（
６
２
３
）

４
４
１
４　

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手
・
遠

野
実
習
場
で
は
、
９
月
入
所
の
訓

練
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
科
…
住
宅
建
築
施
工
科

◆
定
員
…
15
人

◆
受
講
資
格
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ち
い
さ
い
お
う
ち

夏
の
夜
の
お
は
な
し
会

募
集
し
ま
す

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
に

行
政
相
談
委
員
に
相
談
を

　

総
務
省
で
は
、
行
政
全
般
に
対

し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
行

政
相
談
委
員
の
大お

お

坂さ
か

冨と
み

夫お

さ
ん

（
高
田
町
）
と
菅か

ん

野の

光み
つ

広ひ
ろ

さ
ん
（
横

田
町
）
は
、
毎
月
開
催
す
る
「
市

民
相
談
」
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

◆
市
民
相
談
日
時
…
原
則
毎
月
第

２
水
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
地
域

福
祉
課
生
活
安
全
係
（
内
線
２
０

６
）

～
❹
９
月
８
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
自
衛
隊
岩
手

協
力
本
部
釜
石
地
域
事
務
所
☎
０

１
９
３
（
２
３
）
７
８
５
４

　

仙
台
入
国
管
理
局
で
は
、
入
国

警
備
官
を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格
…
❶
警
備
官
＝
高
校

ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
（
来
年
３

月
卒
業
見
込
み
含
む
）
し
た
日
か

ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

❷
警
備
官
（
社
会
人
）
＝
昭
和
52

年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
❶

の
期
間
を
経
過
し
た
人
）

◆
申
込
期
限
…
７
月
27
日
㈭
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
）

◆
試
験
日
…
９
月
24
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
仙
台
入
国
管

理
局
総
務
課
☎
０
２
２（
２
５
６
）

６
０
７
６

　

名
古
屋
市
で
は
、
市
内
の
事
業

求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

◆
募
集
期
限
…
８
月
10
日
㈭
（
応

募
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
岩
手
・
遠
野
実
習
場
☎
０

１
９
８
（
６
３
）
１
４
１
１　

　

自
衛
隊
岩
手
協
力
本
部
で
は
、

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
種
目
…
❶
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
の
み
）❷
航
空
学
生
（
海

上
・
航
空
）
❸
一
般
曹
候
補
生
❹

自
衛
官
候
補
生

◆
受
験
資
格
…
❶
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
子
❷
高
校
卒
業
（
来
年

３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）
以
上
で
、

【
海
上
自
衛
隊
】＝
23
歳
未
満
の
人

【
航
空
自
衛
隊
】＝
21
歳
未
満
の
人

❸
❹
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
試
験
日
…
❶
７
月
23
日
㈰
❷
９

月
18
日
㈪
❸
❹
９
月
16
日
㈯
～
17

日
㈰
（
い
ず
れ
か
１
日
）

◆
試
験
会
場
…
❶
陸
上
自
衛
隊
岩

手
駐
屯
地
（
滝
沢
市
）
❷
盛
岡
看

護
医
療
大
学
校
（
盛
岡
市
）
❸
❹

釜
石
・
大
槌
地
域
産
業
育
成
セ
ン

タ
ー
（
釜
石
市
）

◆
申
込
期
限
…
❶
７
月
18
日
㈫
❷

　

こ
ど
も
図
書
館
・
ち
い
さ
い
お

う
ち
で
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
話

や
不
思
議
な
話
を
す
る
「
夏
の
夜

の
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
７
月
29
日
㈯
、
午
後
７

時
～
８
時

◆
場
所
…
竹
駒
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
…
❶
４
歳
～
小
学
校
２
年

生
❷
小
学
校
３
年
生
～
高
校
生

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
こ
ど
も
図
書

館
・
ち
い
さ
い
お
う
ち
☎
０
１
９

２
（
２
２
）
７
５
０
１

　

市
は
、
被
災
し
た
人
の
住
宅
再

建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
再
建

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
７
月
30
日
㈰
、
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◆
場
所
…
市
役
所
（
４
号
棟
）

◆
内
容
…
住
宅
再
建
補
助
金
や
契

約
に
関
す
る
相
談
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
被
災

者
支
援
室
（
内
線
４
３
７
）

　

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
で

は
、「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
」

に
つ
い
て
の
市
民
の
た
め
の
勉
強

会
、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
っ
て
何
？
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
７
月
23
日
㈰
、
午
後
１

時
半
～
３
時
半

◆
場
所
…
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス（
旧
高
田
東
中
学
校
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
再
生
の
里
ヤ

ル
キ
タ
ウ
ン
☎
０
１
９
２（
５
５
）

３
０
７
７

　

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
支
援

の
会
で
は
、
介
護
の
悩
み
相
談
の

ほ
か
、
認
知
症
予
防
の
運
動
や
認

知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
「
認
知
所
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
７
月
27
日
㈭
、
午
後
１

時
半
～
３
時
半

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
認
知
症
に
や

さ
し
い
地
域
支
援
の
会
（
菅
野
）

☎
０
１
９
２
（
５
４
）
４
５
２
９

　

陸
前
高
田
商
工
会
青
年
部
で
は
、

伝
統
行
事
「
お
天
王
さ
ま
」
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
か
ら
中
心
市
街

地
で
の
開
催
と
な
り
、
夜
店
も
復

活
し
ま
す
。

◆
日
時
…
７
月
20
日
㈭
～
21
日
㈮
、

午
後
７
時
～
９
時

◆
場
所
…
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
周
辺

特
設
会
場

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
陸
前
高
田
商

工
会
青
年
部
☎
０
１
９
２（
５
５
）

３
３
０
０

　

朝
日
の
あ
た
る
家
で
は
、
家
族

で
楽
し
め
る
「
夏
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
７
月
23
日
㈰
、
午
後
１

時
～
４
時
半

◆
内
容
…
駄
菓
子
つ
か
み
取
り
や

輪
投
げ
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
な
ど

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
…
朝
日

の
あ
た
る
家
☎
０
１
９
２（
４
７
）

４
７
５
０

市
民
の
た
め
の
勉
強
会

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
っ
て
何
？
」

国
際
交
流
と
国
民
生
活
を
守
る

入
国
警
備
官
を
募
集

者
を
対
象
に
、
公
認
会
計
士
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。
財
務

会
計
や
経
営
改
善
、
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
各
種
相

談
に
、
専
門
家
が
無
料
で
応
じ
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
商
工

観
光
課
商
工
労
働
係
（
内
線
３
８

２
）
ま
た
は
名
古
屋
市
役
所
産
業

労
働
課
☎
０
５
２
（
９
７
２
）
２

４
１
２

　　

森
林
を
伐
採
、
開
発
す
る
時
に

は
、
事
前
に
届
出
や
許
可
申
請
の

各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
の

よ
う
な
森
林
の
伐
採
や
開
発
の
計

画
が
あ
る
場
合
に
は
、
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
届
出
が
必
要
な
行
為
…
❶
保
安

林
以
外
の
森
林
で
の
立
木
の
伐
採

❷
保
安
林
で
の
立
木
の
伐
採
や
土

地
の
形
質
の
変
更
、
保
安
林
以
外

で
の
１
㌶
を
超
え
る
開
発
行
為

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
❶
市
役
所
農

林
課
林
政
係
（
内
線
４
７
１
）
❷

大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
０

１
９
２
（
２
７
）
９
９
１
４

再
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手

遠
野
実
習
場
９
月
入
所
生

国
の
平
和
と
安
全
を
守
る

各
種
自
衛
官
を
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
で
は
、
地

域
起
業
を
目
的
と
し
た
「
チ
ェ
ン

ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
」

を
10
月
か
ら
開
校
す
る
こ
と
に
伴

い
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象
…
18
歳
～
35
歳
前
後
（
学

歴
不
問
、
大
学
休
学
生
も
歓
迎
）

◆
日
時
…
７
月
21
日
㈮
、
午
後
７

時
～
８
時
半

◆
場
所
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
事

務
所
（
広
田
町
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｓ
Ｅ
Ｔ（
岡
田
）☎
０
１
９
２（
４

７
）
５
７
４
７

大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

森
林
の
伐
採
・
開
発
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

名
古
屋
か
ら
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト

専
門
家
を
無
料
で
派
遣

夜
店
も
復
活

伝
統
行
事「
お
天
王
さ
ま
」

大坂冨夫 さん
（高田町）

菅野光広 さん
（横田町）

お
や
こ
の
広
場
き
ら
り
ん
キ
ッ
ズ

赤
ち
ゃ
ん
・
プ
レ
マ
マ
デ
ー

被
災
者
の
皆
さ
ん
へ

住
宅
再
建
相
談
会

開
催
し
ま
す

地
域
起
業
を
目
指
す

チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ

カ
レ
ッ
ジ
説
明
会
の
開
催

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か

認
知
症
カ
フ
ェ

横
浜
歌
声
の
会
「
涼
風
」

第
２
回「
う
た
ご
え
祭
り
」

in
陸
前
高
田

住
宅
再
建
を
支
援

い
わ
て
復
興
住
宅
祭

お
知
ら
せ

家
族
で
楽
し
め
る

朝
日
の
あ
た
る
家
の

夏
ま
つ
り
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◆
発

行
　

岩
手

県
陸

前
高

田
市

　
　

◆
編

集
　

企
画

部
企

画
政

策
課

☎
0192（54⎠2111　℻

0192（54⎠3888
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.city.rikuzentakata.iw
ate.jp

平
成

29年
７

月
号（

平
成

29年
７

月
12日

発
行

）
〒

029︲2292　岩
手

県
陸

前
高

田
市

高
田

町
字

鳴
石

42番
地

5
◆

電
子

メ
ー

ル
　

kouhou@
city.rikuzentakata.iw

ate.jp

■
編　
集　
後　
記

　　
高
田
松
原
再
生
記
念
植
樹

会
の
当
日
は
雨
模
様
で
し
た

が
、
植
樹
が
始
ま
る
直
前
に

は
雨
も
や
み
晴
れ
間
が
︒
足

元
が
よ
く
な
い
中
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
一
本
一
本
丁
寧

に
植
樹
す
る
姿
は
、
50
年
後

の
松
原
復
活
へ
の
願
い
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒
私
も

復
活
し
た
﹁
白
砂
青
松
﹂
の

高
田
松
原
を
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
︒（
田
宮
）

　
週
に
１
日
、
趣
味
の
フ
ッ

ト
サ
ル
を
し
て
い
ま
す
︒
忙

し
く
て
な
か
な
か
参
加
で
き

ず
に
い
ま
し
た
が
、
先
日
、

久
々
に
参
戦
︒
学
生
時
代
は

サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
を
し
て
い

た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ

り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
足
が

つ
っ
て
ヘ
ト
ヘ
ト
に
︒
継
続

し
て
運
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
と
自
分
自
身
の
衰
え
を
感

じ
ま
し
た
︒（
金
野
）

豚肉のビタミンＢ１で夏バテ予防！
　夏場は暑さで食欲がなくなり、そうめんやそばなどの炭水
化物に偏った食事になりやすいため、糖質の代謝に必要なビ
タミンＢ１が不足して疲労物質がたまり、だるい、疲れやす
いなどの症状が出やすくなります。
　豚肉は、ビタミンＢ１を特に多く含むおすすめの食材です。
炭水化物に偏りがちな食事に添えて、夏バテを予防しましょ
う。

◆問い合わせ先…市役所保健課保健係⎝内線2４1)

（１人分）　エネルギー　170ｋcａˡ
　　　　　食塩相当量　0．6㌘　

かんたんローストポーク

材　料（４人分）
豚肩ロースかたまり肉･･･280㌘
塩･･････････････････小さじ⅓
こしょう････････････････少々
ローリエ････････････････１枚
ローズマリー････････７㌢程度
ミニトマト･･････････お好みで
レタス･･････････････お好みで

❶　豚肉の筋を切り、塩・こし
ょうをして、チャック付きの
ポリ袋に入れ、ローリエとロ
ーズマリーを入れて、空気を
しっかりと抜いて袋を閉じる。
❷　肉が隠れる位の水を鍋に入
れて沸騰させる。沸騰してか
ら❶を入れて、10分程ゆでる。
❸　火を止めて、30分程鍋に入
れておき、時間が経過したら
取り出す。
❹　切り分けて盛り付け、レタ
スやミニトマトを添えて完成。

作り方

食生活改善推進員
のおすすめレシピ
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